
主催 日本褥瘡学会関東甲信越地方会栃木県支部＆日本褥瘡学会在宅褥瘡医療ネットワーク委員会栃木県 

日時：2022 年 2 月 20 日（日）14：00～17：05 

      対象：栃木県内の褥瘡ケアにかかわる医療・介護従事者  

      定員：60 名 

      

 

 

 

 

申込方法 

   自治医科大学附属病院 wocnoota@jichi.ac.jp 

   上記アドレスに名前、所属、所属先住所、電話番号、職種、日本褥瘡学会会員または、関東甲信越地

方会会員の有無を記入しメールしてください。ZOOM 用のミーティングコードを連絡します。 

締め切りは、2 月 10 日(木)17 時まで延長します。 

すでに事前申し込みがあった方には、ZOOMのミーティングコード、パスコードを郵送にて連絡します。 

                          

 

プログラム 

14：00 開会の辞             自治医科大学附属病院 皮膚科 准教授 前川 武雄先生                     

14：05 「DESIGN-R2020」      自治医科大学附属病院 皮膚・排泄ケア認定看護師 

特定看護師    田口深雪先生 

15：05 「コロナ患者対応と褥瘡治療・予防について 

-コロナ中等症患者受け入れ患者対応から見えてきたこと-」          

厚生会 西方病院 皮膚・排泄ケア認定看護師 小川洋子先生 

16：05 「スキン-テア」  地方独立行政法人 栃木県立がんセンター 皮膚・排泄ケア認定看護師  

丸山和子先生 

17：05 閉会の辞              当番世話人     厚生会 西方病院  小川洋子先生 

テーマ：高齢化社会と with コロナ医療を考える褥瘡最新治療 

mailto:wocnoota@jichi.ac.jp

